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　当研究所では「2025年度の国内及び埼玉県内経
済の成長率予測」を作成し、本年2月号に掲載しま
した。そこでは、2025年度の実質国内総生産につ
いて、内需主導で前年度比＋1.1％の成長を予測し、
県内については同＋1.2％の成長を予測しています。
これは、同じ底堅く推移するとの見通しであっても、
県内の方が幾分強いということを示しています。人
口減少のペースが相対的に緩やかなことや、実質賃
金の前年比プラスが定着していることが、県内の個
人消費をサポートすると考えられるためです。
　ただ成長率予測は、国内と県内の総生産が上向き
か下向きか、そのスピードはどうかを表わす値にす
ぎず、経済情勢を総合的に判断するためには、企業
経営者の景況感の方向性や水準にも目を配る必要が
あります。グラフは、全国と埼玉県内の業況判断指
数の推移を並べたものです。全国としては日銀短観・
業況判断DIを、県内としては当研究所の企業経営動
向調査・業況判断BSI を使用していますが、どちら
も「良い」と「悪い」を選択した企業の社数構成比
の差です。

　これをみますと、全国の景況感はコロナ禍を経て
着実に回復している一方、県内は、全国と同様に
2020年を底に急回復を遂げた後、2022年に悪化に
転じています。その後再び持ち直してはいますが、
一度「ワニの口」ように開いた差を足元に至るまで
取り返せていないのが実情であり、県内経済の厳し
い一面を物語っています。
　では、なぜ県内企業の景況感は、2022年頃、全
国と逆に悪化してしまったのでしょうか。第一には、
埼玉県経済は中小企業中心であるため、原材料価格
の高騰分を販売価格に転嫁する交渉において、転
嫁率の十分性やスピードの点で必ずしも順調ではな
く、収益の改善が遅れた可能性が考えられます。実
際、当研究所による価格転嫁状況の調査結果をみる
と、転嫁率は年々改善しているとはいえ、2024年 4
－ 5月時点でもなお調査先の半数が50％未満にとど
まっています。第二に、インバウンド消費や半導体
関連産業など、他地域で経済のドライバーとなって
いる分野のプレゼンスが、埼玉県経済においては相
対的に低いようにみられる点も挙げられます。これ

らは筆者の仮説の域を出ませんが、全
くの的外れとも言い切れないと考えて
います。
　前述のうち後者に関しては、埼玉県
の歴史や文化、産業構造と深く関係す
ることから、各方面による長期的な取
組みを要する問題です。一方、前者の
価格転嫁については、中小企業各社が
継続して取り組み、交渉力に磨きをか
ける必要があります。持続的な賃上げ
の原資を確保する観点からも、各社が
所期の交渉の成果を挙げ、その結果と
して「ワニの口」のように広がった全
国との景況感の差が縮まっていくこと
に期待したいと思います。
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■ タミー食品工業株式会社　
　 代表取締役社長　中島　佳隆
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　タミー食品工業（所沢市）は、昭和 48 年に惣菜

会社として創設された。社名は創業者、中島民雄さ

んの名に由来する。民雄さんは、モスフードサービ

スを作った櫻田慧氏を支援し、パテやミートソース、

そして「洋」に対して「和」を打ち出したテリヤキバー

ガーなどの開発に多大な貢献をした。後を継いだ中

島幹夫さん（現会長）によれば、以来当社はモスのテリヤキソースの供給を

一手に担ってきたほか、「おいしいもので人々によろこび、たのしみを届け

ること」を追い求め、外食・中食向けの惣菜なども幅広く手掛けてきた。

　2015 年に 3 代目社長を引き継いだ中島佳隆さんは、「差別化された価値あ

る“味”を、自社ブランドとして世に出したい」との想いを温めてきた。そ

して、2022 年に発売したのが冷凍カレーシリーズだ。中

でも「てりやきカレー」は、てりやきソース開発 51 年の

経験を誇る当社ならではの味。秘伝の醤油ベースを入れる

ことで、コク・深み・甘味が日本人伝統の味覚を刺激する。

スパイシーな「TOKYO X 豚の黒カレー」などと食べ比べ

ると、マイルドな旨味が一層引き立つ。2024 年 9 月には

所沢市の特産品に認定された。

　佳隆社長は、これからもモスフードサービスのパート

ナーとして、モスの発展に貢献していきたいとしている。

同時に自社ブラン

ド普及への熱意も燃やしており、「海

外にも目を向け、当社独自の味を届

けていきたい」としている。
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全国「短観・業況判断  D I・全規模全産業」

埼玉「企業経営動向調査 業況判断 BSI・全産業」

図表：全国と埼玉県内の景況感の比較

（社数構成比「良い」－「悪い」、% ポイント）
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